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ムムララココ

第１回奉仕活動体験
活動推進研修会から
　
　野外体験活動「自然の
旅人」では、目隠しをし
た人はパートナーに導か
れ、何か目的物に触れて
帰ってきます。そして、
目隠しを取った後で、目
的物を言い当てるゲーム
を行いました。普段と違
う視覚以外の触覚や嗅覚
で、目的物を体感しまし
た。

生涯学習にいがた

「
に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
」
を
進
め
て

　
　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
次
長
　
吉
田
　
由
照

 
 

七
月
十
四
日
の
羽
茂
町
公
民
館
を
皮
切
り
に
、
月
平
均

三
回
の
ペ
ー
ス
で
「
に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
」
を
県
内

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
 

講
座
運
営
は
、
教
育
事
務
所
や
市
町
村
等
の
支
援
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
所
長
を
先
頭
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

「
少
し
で
も
良
い
講
座
を
」
、
「
少
し
で
も
良
い
映
像
を
」

を
合
い
言
葉
に
、
よ
り
良
い
講
座
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

 
 

こ
の
講
座
は
、
「
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
」

の
た
め
、
県
民
が
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
、

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
遠
隔
学
習
シ
ス
テ
ム
を
整
備

す
る
ね
ら
い
を
も
っ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
複
数
の
受
信
会
場
へ
講
座
を
配
信
す
る
ほ
か
、

シ
ス
テ
ム
の
も
つ
双
方
向
性
を
活
か
し
て
、
意
見
発
表
や

質
問
な
ど
受
信
会
場
か
ら
も
参
加
で
き
る
利
点
を
も
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
映
像
面
で
鮮
明
度

を
や
や
欠
く
な
ど
の
限
界
も
多
く
、
昨
年
受
信
会
場
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
回
答
者
の
五
六
％
の
方

か
ら
、
「
画
像
・
音
声
に
問
題
あ
り
」
と
の
厳
し
い
指
摘

を
受
け
て
い
ま
す
。

 

そ
の
反
面
、
「
近
く
で
受
講
で
き
て
良
い
」
が
七
八
％
、

五
段
階
評
価
で
は
四
以
上
が
七
三
％
な
ど
の
評
価
も
い
た

だ
い
て
お
り
、
私
た
ち
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
講

座
数
は
昨
年
の
十
講
座
か
ら
十
九
講
座
に
、
参
加
大
学
も

七
校
か
ら
十
四
校
に
倍
増
し
、
教
育
問
題
を
は
じ
め
環
境

問
題
、
国
際
交
流
、
成
人
病
予
防
な
ど
市
町
村
が
希
望
す

る
多
様
な
テ
ー
マ
に
対
応
し
て
お
り
、
教
育
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
）
の
併
用
に
よ
る
全
国
放
映
、

複
数
会
場
を
結
ん
だ
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
、
県
立
歴
史

博
物
館
と
の
連
携
講
座
な
ど
新
し
い
取
組
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
講
座
は
、
十
二
月
十
四
日
（
主
会
場
当
セ
ン
タ
ー
）

ま
で
続
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

　
講
座
開
催
情
報
は
　
（
〇
二
五
）
二
八
四
ー
六
一
一
〇



 

☆
大
人
気
！

 
 

全
県
で
二
百
名
近
い
応
募
の
中
か
ら
六

十
名
を
決
定
し
ま
し
た
。

☆
年
齢
も
肩
書
き
も
多
様
！

 
 

子
育
て
中
か
ら
孫
育
て
の
方
ま
で
、
研

修
は
初
め
て
と
い
う
方
か
ら
保
育
士
、
看

護
士
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
ス
タ
ッ
フ
、
サ

ー
ク
ル
運
営
者
等
、
経
験
豊
富
な
方
ま
で
。

☆
多
彩
な
内
容
！

・
講
義
（
幼
児
・
児
童
・
思
春
期
の
子
ど

も
の
理
解
、
発
達
障
害
や
不
登
校
・
非
行
、

施
設
の
現
状
）

・
活
動
紹
介
（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
親
子

遊
び
、
電
話
相
談
）
　
　
　

・
レ
ポ
ー
ト
発
表
　
　
　
　
　
　

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
習 

等

 
 

六
月
を
ス
タ
ー
ト
に
十
一
月
ま
で
七
回

の
研
修
を
組
ん
で
い
ま
す
。
朝
か
ら
夕
方

ま
で
、
び
っ
し
り
と
組
ま
れ
た
研
修
に
真

剣
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
受
講
者
同
士
の
交
流
も
進
ん
で
い

ま
す
。
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に
、

緊
張
感
も
漂
い
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

 
 

特
に
気
合
い
が
入
っ
て
い
る
の
が
、
午

後
の
時
間
を
五
回
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
で
す
。
講
義
を
受

け
な
が
ら
、
実
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

［
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
］ 

　
〈
講
義
内
容
〉 

 

　
１ 

聴
く 

 

２ 

人
間
観 

 

３ 

ク
ラ
イ

エ
ン
ト
の
条
件 

 

４ 

話
す
効
果 

５
　
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー 

 
 

６
学
び
方

 

〈
実
習
例
〉

・
二
人
ペ
ア
、
三
人
ペ
ア
で
の
「
聴
く
」

 
 

実
習

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

　
る
高
校
生
を
注
意
す
る
等

・
ミ
ニ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 

〈
受
講
者
の
感
想
〉

・
「
聴
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
今
日
は
わ
が
子
の
話
を
ゆ
っ
く
り

聴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
実
際
に
「
聴
く
」
こ
と
は
難
し
い
。
聴

き
入
っ
て
し
ま
っ
て
言
葉
が
出
な
い
。

・
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
て
）
や
っ
て
み

る
と
い
ろ
い
ろ
な
役
に
な
り
き
れ
る
も
の

だ
な
と
感
じ
た
。

 
 

母
親
を
は
じ
め
と
し
て
子
育
て
に
あ
た

っ
て
い
る
者
は
喜
び
だ
け
で
な
く
悩
み
や

苦
し
み
も
抱
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
外

側
か
ら
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子

育
て
支
援
者
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
事
業
か
ら

　
新
潟
県
生
涯
学
習
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
「
ラ
・
ラ
・
ネ

ッ
ト
」
に
は
、
生
涯
学
習
に

役
立
つ
情
報
が
満
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
時
に
御
利

用
く
だ
さ
い
。

（一）
公
民
館
の
講
座
や
大
学
公

　
開
講
座
を
受
講
し
た
い

「
学
習
機
会
」
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
講
座
の
名
称
や
開

催
場
所
、
開
催
時
間
、
交
通

手
段
、
費
用
等
の
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（二）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
講
座
の
情
報

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
関

す
る
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（三）
親
子
で
体
験
活
動
が
で
き

　
る
施
設
を
知
り
た
い

「
お
や
こ
の
ひ
ろ
ば
」
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
親
子
で
体

験
活
動
が
で
き
る
施
設
や
講

座
に
関
す
る
情
報
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
教
育
に
関
す
る
講
座

や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
情
報
、

子
育
て
や
教
育
に
関
す
る
相

談
窓
口
の
情
報
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（四）
指
導
者
を
さ
が
し
て
い
る

　
公
民
館
や
教
育
委
員
会
、

学
校
等
で
講
演
会
や
講
座
の

指
導
者
を
さ
が
し
て
い
る
時

は
「
指
導
者
」
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
指
導
実
績
や
指
導

で
き
る
地
域
や
指
導
対
象
な

ど
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
習

相
談
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
学
習
相
談

℡
〇
二
五
ー
二
八
四
ー
六
一
一
九
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ララ・ネットを
　　使ってみませんか



学校完全週５日制

市町村の取組の様子

 子どもが創る土曜日に
     ～ウィークエンドキッズ王国～
　　　　            刈羽郡高柳町教育委員会

　せっかく休みになった土曜日。どうせなら子どもが

育つチャンスにしたい。そのために子ども自身が考え

て創る体験活動を後押ししよう。そんな思いで始めた

ウィークエンドキッズ王国の事業。

　スタートは「やってみたいこと発表会」。自分のや

りたいことを子どもたちが町のおとなに対してプレゼ

ンした。原始生活、弓道体験、ボランティア…県立こ

ども自然王国を基地に子どもたちの「やりたいこと」

が展開する。「ぼくがやりたいって言ったことだから

絶対参加するよ」中学生の力強い言葉。土曜日の主役

は君たちだ。

          わくどきウイークエンド活動

         　　 佐渡郡金井町教育委員会生涯学習課

  金井町では、週五日制の発足と共に五月より「わく

わくどきどきウイークエンド事業」を展開しています。

55人のボランティアを中心にスポーツ関係11、文化関

係16、その他３の計30の活動から成っています。スポ

ーツは、毎週土曜日、文化は隔週土曜日に行われ、町

の小中学生350人が参加し、いきいきと活動していま

す。「友だちと一緒に活動できて楽しいな。」という

声に励まされて、子どもたちのニーズに合った多彩な

活動づくりを目指しています。

  仲間をつくり、楽しみながら切磋琢磨し、有意義に

過ごしてほしいというのが私たちの願いです。
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（８月の全村活動　川遊び）

　　　　地域で子どもを育てる体制づくり
　　　　　　～地域子どもセンターの取組～

　　　　　　　　　　　　中蒲原郡横越町教育委員会

  横越町では昨年来、子どもの体験活動や子育てに関

する様々な活動を推進する拠点的な施設及び組織を開

設し、家庭や学校の枠を超えた異年齢の子ども同士、

大人や高齢者たちとのふれあい体験や交流の場をつく

る横越町子どもセンターの設置を進めています。

　中央子どもセンターでは、行政とボランティアの連

携協力による子ども情報センター、わくわく交流体験、

ボランティアセンター等の事業を行っています。

　地域子どもセンター（９地区）では、住民主導によ

る地域の実態に

応じた各地区地

域公民館単位の

子育て支援、異

年齢交流、体験

活動を行い、子

どもと大人と地

域とのネットワ

ークを深めてい

ます。

（地域の水田を借りての田植え体験）

（やってみたいこと発表会）
（わくどき将棋名人戦）

おおしまウィークエンドひろば

　　　　　　東頸城郡大島村教育委員会

  大島村は東頸城郡の中心部に位置する人口2,400人

あまりの村です。村では今年度からはじまる「学校週

五日制」の完全実施に伴い、昨年から学校、保護者、

地域の方との話し合いを重ねてきました。その結果、

第一土曜日を「地域活動の日」、第三土曜日を「全村

活動の日」、第二、第四土曜日を「家庭の日」と位置

づけました。

　特に「地域活動の日」は村内四地区の公民館分館が

中心となり、地区単位で特色ある活動を実践していま

す。この地域活動日は、「学校週五日制」の主旨を受

　　　　　　　　　　　　　　　　　けた大島村の特

　　　　　　　　　　　　　　　　　色ある取組であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ると同時に「地

　　　　　　　　　　　　　　　　　域づくり」の一

　　　　　　　　　　　　　　　　　貫としても重要

　　　　　　　　　　　　　　　　　な意味を持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　くるのではない

　　　　　　　　　　　　　　　　　かと考えていま

　　　　　　　　　　　　　　　　　す。



　● 「にいがた連携公開講座」２００２は、生涯学習時代を迎え、広く県民の皆さんへ学習機会を提供
     するため、新潟県教育委員会が主催する広域遠隔学習推進事業です。

● 主会場での公開講座を、テレビ会議システムを利用して、主会場から離れた受信会場へも配信し、
   同時に受講します。お近くの会場でお気軽にご参加ください。受講は無料です。

市町村合併の課題と展望
新潟産業大学
  助教授　出井　信夫 十日町情報館

岩船広域教育情報センター
県立生涯学習推進センター

11/10
 (日)

11/16
 (土)

身近な環境問題を考える   　
      　　　～大気汚染編～

新潟工業短期大学
  教 授　向井恒三郎 他 十日町情報館

羽茂町公民館
岩船広域教育情報センター
県立生涯学習推進センター

11/30
 (土)

自然環境と人々のくらし
  ～新潟県の天気とくらし～

上越教育大学
  教　授 　中川　清隆

青海町総合文化会館
十日町情報館
岩船広域教育情報センター
県立生涯学習推進センター

12/ 8
 (日)

中国の旧正月
    ～日中の民俗文化の比較～

県立歴史博物館
  主任研究員　陳　 玲 県立歴史博物館

三条市中央公民館
青海町総合文化会館
羽茂町公民館・十日町情報館
県立生涯学習推進センター

12/14
 (土)

いま求められている子育てと
子育て支援

子育てを支援する歯の知識

長岡大学
  専任講師 松信ひろみ

明倫短期大学
   教 授　 新井　俊二

県立生涯学習推進
センター

三条市中央公民館
青海町総合文化会館
羽茂町公民館
金井町就業改善センター
十日町情報館
岩船広域教育情報センター

1

2

3

4

5

期日 テ　ー　マ 講　　　師 主　会　場 受　信　会　場

　　受 講 者 の 声 

  「にいがた連携公開講座」2002

も前期１２講座を終了し、約７５０名

の方から受講いただきました。

o 内容がむずかしいかなと思って参加
　しましたが、分かりやすい説明で大
　変よかった。多くの人が参加できれ
  ば一層よい。

o はじめて参加した。はじめての形の
  講義であったが、良かったと思う。

o 受講したいものがあっても、全ての
　講座が受講できるわけでもないのが
　残念。いつでもどこでも受講できた
　らいいなと思います。

ｏ 分かりやすい講座で、よい勉強に
 なりました。今後も継続して下さい。

 ｏ画面がちらちらして悪い。はっきり 
   しているとよい。

 ｏ映像が見えにくいのが気になった。

 ｏ公開講座の宣伝があまりよく行き 
　 届いていない。

＜後期講座一覧＞      講座開始時刻 ： 12/14（土）は、「午後１時から２時３０分」と「午後３時から４時３０分」
   　　                                 　の２講座、上記以外は全て「午後１時３０分から３時」

       　くわしい問い合わせは  事務局　県立生涯学習推進センター　℡(025)284-6110　Fax(025)284-6019
         　　                                                    ラ・ラ・ネット　http://www.lalanet.gr.jp
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